
 

 

支払の具体例 

請負代金（契約金額）  ２１６，０００千円 （うち、消費税相当額 １６，０００千円） 

各会計年度における請負代金の支払いの限度額 

        ①年度  ９７，２００千円 

        ②年度 １１８，８００千円 

支払限度額に対応する各会計年度の出来高予定額 

        ①年度 １０８，０００千円  

        ②年度 １０８，０００千円  

各会計年度において、部分払を請求できる回数は、次のとおりとする 

        ①年度   ２回 

        ②年度   １回 

 

≪前金払計算式≫   ※１万円未満切り捨て （平成２６年度より限度額なし） 

当該会計年度の出来高予定額（前会計年度末における請負代金相当額が前会計年度末までの出来高予

定額を超えた場合において、当該会計年度の当初に部分払いしたときは、当該超過額を控除した額）

×４／１０ 

≪部分払計算式≫     ※１０万円未満切り捨て 

部分払金の額≦請負代金相当額×９／ １０ －（前会計年度までの支払金額 

＋当該会計年度の部分払金額）－｛請負代金相当額－（前会計年度までの出来高予定額 

＋出来高超過額）｝×当該会計年度前払金額／当該会計年度の出来高予定額 

≪出来高割合≫ 

 

 

 

（１）【①年度】前金払 

   １０８，０００千円×４／１０＝４３，２００千円 

（２）【①年度】部分払（１回目） 

   ６４，８００千円×９／１０－（０円＋０円）－｛６４，８００千円－（０円＋０円）｝ 

   ×４３，２００千円／１０８，０００千円＝３２，４００千円 

（３）【①年度】部分払（２回目） 

   １０８，０００千円×９／１０－（０円＋３２，４００千円）－｛１０８，０００千円－（０円

＋０円）｝×４３，２００千円／１０８，０００千円＝２１，６００千円 

①年度支払計 ９７，２００千円 

※①年度末現在出来高が６５％であったとする 

（４）【②年度】部分払（出来高超過分） 

   １４０，４００千円×９／１０－（９７，２００千円＋０円）－０円 

   ＝２９，１６０千円≧２９，１００千円 

（５）【②年度】前金払 

   （１０８，０００千円－３２，４００千円）×４／１０＝３０，２４０千円 

               出来高超過額 

出来高超過額→１４０，４００千円－１０８，０００千円＝３２，４００千円 

（６）【②年度】部分払（３回目） 

   １７２，８００千円×９／１０－（９７，２００千円＋２９，１００千円） 

   －｛１７２，８００千円－（１０８，０００千円＋３２，４００千円）｝×３０，２４０千円 

   ／（１０８，０００千円－３２，４００千円）＝１６，２６０千円≧１６，２００千円 

（７）【②年度】完成払 

   ２１６，０００千円－９７，２００千円－（２９，１００千円＋３０，２４０千円 

   ＋１６，２００千円）＝４３，２６０千円 

②年度支払計 １１８，８００千円 

  

１回目 ２回目 ３回目 

３０％ ５０％ ８０％ 


